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着物着物着物着物からからからから服服服服をををを仕立仕立仕立仕立てますてますてますてます          

高槻市芥川町２－１４－３   

      ℡０７２－６８１－８８７０ 

＊＊＊＊＊＊＊＊    一部一部一部一部５０５０５０５０円円円円ですですですです                ＊＊＊＊＊＊＊＊ 

「「「「芥川芥川芥川芥川だよりだよりだよりだより」」」」再出発再出発再出発再出発    －－－－気分気分気分気分もももも新新新新たにたにたにたに――――    

真夏の昼下がり、もよりのＪＲ茨木駅からバスやタクシーを乗り継ぎ阪大病院まで、私を励ますために労をいとわず

通っていただいた方、病に苦しむ姿を見るに忍びないから、と手紙で私を気遣い、絶望の淵からすくいあげようと苦心

してくださった方など、今回の入院に際してほんとうに多くの人から励ましやお見舞いを頂戴しました。 

2012 年 7 月、10 万人に一人という難病に身体がむしばまれていることが判明し、私は先行きが極めて不透明な状況

で入院しました。毎日を投薬治療で過す退屈で退屈で仕方がない入院生活を送ることになったのです。ベッドに寝て天

井を見上げながら、「どうして、オレはこんな病気になったのか？」と幾度も自問します。すぐに「考えたらあかん、

考えたらこの病気に負ける。考えない事や」と思い直すのですが、また悲観的な想いが浮かんでくる、そんな毎日のく

り返しでした。そんな悶えあえぐ日々の中で、私は宝物に気づいたのです。 

高齢者は弱者だ、そのように接しなければいけない、と当たり前のように考えていました。たしかに身体は衰えてい

るのですから弱者なのですが、年老いた方々の見舞いを幾度も受けるに従い、私の想いは少しずつ変わり、認識がたい

へん浅はかだったということに気づいたのです。みなさんが私に注いでくれる眼差しは温かく、深い優しさをたたえて

いました。多くを語らず、私の一方的な話に耳を傾けてくれたのです。こんな幼児のような私をそのまま受け入れてく

ださったおかげで、みなさんが帰った後、病棟のベッドに横たわり天井を見上げた時、晴れ晴れとした気分に変わって

いました。病身の私に心をくだいてくださった友人･知人のみなさんは、私にとって母のように、また兄や姉のように、

私のわがままを許し見守ってくれていたのです。私を元気づけるためにわざわざ、暑い昼下

がりにもかかわらず来てくれたんだ、と思うと、目頭が熱くなりました。 

みなさんの励ましや祈りが束となって私の身体を支え持ちこたえさせてくれたおかげで

退院できたんだ、と思えてならないのです。私にとって、なによりの治療薬になっていたの

です。 

みなさんの心づくしに報いる思いで、ふたたび『芥川だより』を発行し、お手元にお届け

してまいりたいと思います。次号より「闘病記」を連載してまいります。引き続きご支援を

賜りますようお願い申し上げます。（嘉） 
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入

院

中

、

主

治

医

と

幾

度
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爺

捨

て
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の
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を

 

し

て

笑

わ

れ

て

い
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が
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治

医
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若

く

柔

ら

 

か

い

頭

脳

の

持

ち

主

で

あ

っ

た

の
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、

私

と
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し

が

合

っ

た
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医

師

「

私

は

、

あ

な

た

が

、

爺

捨

て

山

へ

行

く

ま

で
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ト

す

れ
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い

わ

け

で
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よ

ね
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師

「

最

近
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ね

、

死

ぬ

と

分

か

っ

た

患
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ん

に

は

何

も

し

な

い

。

何

も

し

な

い

事

が

一

番

い

い
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私

「

最

後

に

、

濁

酒

を

た

ら

ふ

く

飲

み

、

酔

っ

ぱ

ら

い

な

が

ら

死

に

た

い

も

の

だ
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医

師

「

そ

り

ゃ

、

そ

れ

が

最

高

で

す

よ

。

だ

れ

 

で

も

考

え

ま

す

よ
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病

院

な

ん
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で
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に
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く
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よ
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医
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そ

こ
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で
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て

長
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と

は

思

わ

な

い
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先
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、
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長
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を

迎

え

ま

す

。

 
何
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せ
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し
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待

っ

て
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く
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か

せ

る

と
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い

ま

す

。

 

人

生

は

凧

の

し

っ

ぽ

の

よ

う

な

も

の

で

、

長

さ

で

な

く

良

さ

が

大

切

、

と

誰

か

が

言

っ

て

い

ま

し

た

ね

。

 

確
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に

人

生
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寿

と

共

に

良

い

一

生
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楽

し

い

人

生

で

あ
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こ

と

を

求

め

ま

す

け

れ

ど

も

、

過

ぎ

し

一

年

を

振

り

返

る

と

、

み

ん

な

後
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か

し

い

事

が

多

い

の

で

す

。

 

 

し

か

し

、

嘆

い

て

い

て

も

向

上

が

望

め

ま

せ

ん

。

あ

の
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が
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こ

の

人

が

、

指

し

て

も
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の
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に

も

、

潜
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で
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る
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け

た
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、

ホ
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と
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で

す
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事
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、
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事

で
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ャ

ツ

で
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ボ
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け

違

え

る

と
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し

て

も

、
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に
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ら

れ

な

い
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に
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正
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出

し
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と

、
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た

一
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誤
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結

果
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得

な
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綿
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っ

た
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え
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中
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の

せ

た

い

の

だ

け

ど

、

ズ

リ

落

ち

て

く

る

し

、

ど

う

し

た

ら

い

い

か

な

あ

」

と

半

分

ひ

と

り

ご

と

を

言

う

私

。

 

そ

れ
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立

っ

て

側

で

聞

い

て

い

た

店

員

さ

ん
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中

に

の

せ

た

ら
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動

か

な

い
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ら

大

丈

夫
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私

は
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の

せ

た

ま

ま

一

日

動

く

よ
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い

て

も
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丈

夫
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ん

た
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自

分

の

体
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の

せ

た

の
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い

い

え
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買

っ
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い
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な

せ

え
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っ
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、
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で
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、
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で
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姿

を

う

つ

し

て

真

綿

を

の

せ

て

動

い

た
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し

て

わ

ざ
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を

ゆ
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タ
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ヒ
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な
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し

て
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。

 

も

う

け

た

、
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で

暖
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い

冬
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越

せ

る

で

、

と

大

満

足

の
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で

す

。
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伊

勢

神

宮

は

２

５

年

ご

と

に

遷

宮

と

い

う

こ

と

で

、

新

し

く

神

宮

を

建

設

し

、

寄

付

を

募

っ

て

一

大

行

事

を

続

け

て

い

る

。

２

５

年

と

い

う

ス

パ

ン

は

技

術

を

伝

承

す

る

上

で

限

界

に

近

い

期

間

で

あ

ろ

う

。

１

人

の

宮

大

工

が

一

生

に

１

、

２

回

経

験

す

る

だ

け

だ

ろ

う

。

い

ろ

ん

な

産

業

に

お

い

て

伝

承

し

て

い

く

必

要
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あ

る

も
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は
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機

械

化

や

生

活

の

変

化

に

伴

っ

て

め

ま

ぐ

る

し

く

変

わ

っ

て

い

く
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０
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職

を

し

て
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反

余

り

の

農

業

も

や

っ

て

い

る

が

、

自

分

の

健

康

な

う

ち

は

続

け

ら

れ

る

が

１

０

年

、

１

５

年

先

は

ど

う

な

っ

て

い

る

か

わ

か

ら

な

い

。

今

の

日

本

の

農

業

の

担

い

手

は

６

５

～

７

５

歳

ぐ

ら

い

の

人

が

一

番

多

い

よ

う

だ

が

、

先

の

見

通

し

は

全

く

な

い

。

農

業

だ

け

で

な

く

、

漁

業

、

林

業

な

ど

の

一

次

産

業

は

同

じ

よ

う

な

状

況

で

あ

る

。

次

の

担

い

手

が

い

な

い

と

い

う

状

況

は

他

の

分

野

で

も

同

じ

よ

う

に

思

う

。

次

の

世

代

に

バ

ト

ン

が

渡

せ

な

 

＊＊＊＊＊ おおおお知知知知らせらせらせらせ    ＊＊＊＊＊＊＊＊    

今年今年今年今年もごもごもごもご愛顧頂愛顧頂愛顧頂愛顧頂きききき    

ありがとうありがとうありがとうありがとう御座御座御座御座いましたいましたいましたいました    

 

１２１２１２１２月２７２７２７２７日（（（（木木木木）））） 

１１１１月６６６６日（（（（日日日日）））） 

休みます 

７７７７日日日日（（（（月月月月））））よりよりよりより営業営業営業営業    

当分１０時から１６時の

営業で、木曜と日曜を休

ませていただきます 

ご諒承ください 
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今

昔

を

分

け

る

鳥

居

や

酉

の

市

 

紅

葉

散

る

み

な

重

な

っ

て

み

な

濡

れ

て

 

山

茶

花

の

落

ち

や

ま

ず

咲

き

や

ま

ず

 

大

寺

の

鐘

の

音

澄

む

や

冬

紅

葉

 

 

い

国

は

滅

ぶ

し

か

な

い

。

ど

こ

も

こ

の

問

題

で

頭

を

痛

め

て

い

る

と

思

う

が

、

そ

う

い

う

担

い

手

つ

く

り

の

シ

ス

テ

ム

が

壊

れ

て

い

る

こ

と

が

問

題

で

あ

る

。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は

皮

革

職

人

や

菓

子

職

人

な

ど

の

マ

イ

ス

タ

ー

制

度

が

し

っ

か

り

し

て

い

る

と

聞

く

。

業

界

や

地

域

で

そ

う

い

う

シ

ス

テ

ム

を

つ

く

り

、

国

や

自

治

体

が

バ

ッ

ク

ア

ッ

プ

す

る

補

助

金

を

だ

す

な

ど

の

手

を

大

き

く

打

た

な

い

と

、

こ

の

国

の

自

然

豊

か

な

農

山

村

の

風

景

は

消

え

て

、

フ

ク

シ

マ

の

放

射

能

汚

染

地

域

と

同

じ

荒

涼

と

し

た

風

景

に

な

っ

て

し

ま

う

だ

ろ

う

。

 



義

兄

義

兄

義

兄

義

兄

と

そ

の

と

そ

の

と

そ

の

と

そ

の

家

族

家

族

家

族

家

族

（（（（

３１３１３１３１

））））    

  

義

兄

の

肺

ガ

ン

が

見

つ

か

っ

て

半

年

ほ

ど

過

ぎ

た

冬

、

ま

だ

森

宮

の

成

人

病

セ

ン

タ

ー

に

入

院

し

て

い

た

こ

ろ

、

姉

は

、

た

ま

た

ま

通

り

が

か

っ

た

ラ

ン

ド

セ

ル

売

り

場

で

、

新

一

年

生

に

な

る

女

の

子

と

、

お

じ

い

ち

ゃ

ん

・

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

と

お

ぼ

し

き

三

人

連

れ

を

見

た

。

そ

の

と

き

、

姉

は

思

っ

た

そ

う

だ

。

「

う

ち

に

も

孫

は

お

る

け

ど

、

キ

ヨ

ズ

ミ

（

義

兄

）

に

は

孫

と

ラ

ン

ド

セ

ル

を

買

い

に

行

く

時

間

は

残

さ

れ

て

な

い

ん

や

ろ

な

あ

」

。

 

 

う

ち

の

姉

は

ヤ

ク

ザ

を

モ

ノ

と

も

し

な

い

ぐ

ら

い

気

は

強

い

の

だ

が

、

そ

う

い

う

と

こ

ろ

は

や

た

ら

に

気

が

弱

い

と

い

う

か

、

暗

い

と

い

う

か

。

姉

が

悲

観

的

に

な

っ

て

い

て

も

仕

方

が

な

い

ぐ

ら

い

、

義

兄

の

ガ

ン

は

厳

し

い

状

況

だ

っ

た

の

だ

が

、

あ

れ

か

ら

３

年

、

義

兄

は

再

発

で

は

な

い

と

さ

れ

る

腎

臓

の

ガ

ン

を

摘

出

し

た

り

し

て

、

完

全

に

健

康

と

は

い

え

な

い

ま

で

も

、

ま

ず

ま

ず

元

気

に

暮

ら

し

て

い

る

。

 

 

す

で

に

、

会

社

は

定

年

で

辞

め

て

い

る

の

で

、

毎

日

が

日

曜

日

状

態

。

定

期

的

に

病

院

に

は

通

い

つ

つ

、

奇

人

変

人

の

姉

チ

ャ

ン

と

二

人

、

平

穏

な

日

々

を

送

っ

て

い

る

。

 

そ

し

て

、

や

っ

て

き

た

の

だ

。

ラ

ン

ド

セ

ル

を

買

う

時

期

が

。

義

兄

と

姉

の

初

孫

、

何

故

か

、

顔

や

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

が

姉

に

そ

っ

く

り

な

女

の

子

、

メ

イ

（

姪

で

は

な

く

て

、

名

前

で

あ

る

。

そ

れ

に

、

姉

の

孫

だ

か

ら

、

私

は

大

叔

母

と

い

う

立

場

に

な

る

）

が

来

春

、

小

学

校

に

入

学

す    

る

。

義

兄

に

は

そ

ん

な

時

間

（

寿

命

）

は

残

さ

れ

て

い

な

い

と

気

落

ち

し

て

い

た

姉

チ

ャ

ン

だ

っ

た

が

、

そ

の

暗

い

予

想

に

反

し

て

、

ラ

ン

ド

セ

ル

を

買

い

に

行

け

る

と

き

が

き

た

！

 

だ

が

、

運

命

は

思

わ

ぬ

伏

兵

を

用

意

し

て

い

た

。

息

子

の

ヨ

メ

だ

。

 

 

こ

こ

か

ら

は

、

姉

が

息

巻

い

て

私

に

話

し

た

こ

と

な

の

で

、

ヨ

メ

に

は

悪

い

が

、

か

な

り

一

方

的

な

話

で

あ

る

。

 

 

姉

が

プ

ン

プ

ン

怒

っ

て

電

話

し

て

き

て

、

「

ち

ょ

っ

と

、

ア

ン

タ

！

 

聞

い

て

く

れ

る

？

」

。

長

い

話

だ

っ

た

が

、

要

約

す

る

と

、

ヨ

メ

が

姉

に

電

話

し

て

き

て

、

「

ラ

ン

ド

セ

ル

を

買

う

た

る

と

言

う

て

く

れ

て

た

け

ど

、

プ

レ

ミ

ア

ム

付

き

や

っ

た

ら

８

万

円

ぐ

ら

い

は

す

ん

ね

ん

。

し

や

か

ら

、

革

職

人

に

頼

ん

で

、

別

注

し

よ

う

と

思

う

ね

ん

」

。

 

 

姉

は

キ

レ

た

。

義

兄

と

孫

と

三

人

で

、

ラ

ン

ド

セ

ル

を

買

い

に

行

く

、

そ

れ

を

楽

し

み

に

し

て

い

た

の

に

。

別

注

っ

て

！

 

し

か

も

８

万

っ

て

！

 

 

「

ほ

ん

ま

に

ハ

ラ

立

つ

わ

っ

」

と

姉

が

言

う

の

も

無

理

は

な

い

。

「

だ

っ

て

、

あ

の

話

を

し

て

ん

で

、

あ

の

子

に

」

。

義

兄

に

は

ラ

ン

ド

セ

ル

を

買

い

に

行

く

時

間

は

な

い

か

も

し

れ

な

い

と

思

っ

た

こ

と

。

ヨ

メ

は

こ

の

感

涙

話

を

「

ラ

ン

ド

セ

ル

を

買

っ

て

あ

げ

る

」

と

い

う

話

だ

と

了

解

し

、

と

っ

と

と

ネ

ッ

ト

だ

か

パ

ソ

コ

ン

だ

か

で

調

べ

て

、

「

革

職

人

に

頼

む

」

と

い

う

、

ヨ

メ

好

み

の

展

開

に

し

て

し

ま

っ

た

。

 

百

歩

譲

っ

て

、

ヨ

メ

は

姉

に

「

そ

れ

で

え

え

か

な

？

」

と

聞

い

て

き

た

の

だ

と

思

う

が

、

「

え

え

か

な

も

、

く

そ

も

あ

る

か

い

な

。

も

う

決

め

て

 

 

ん

ね

ん

か

ら

」

と

逆

上

し

た

姉

は

、

「

私

、

ハ

ラ

立

っ

た

か

ら

、

言

う

て

ん

。

そ

ん

な

に

高

か

っ

た

ら

、

妹

に

も

応

援

し

て

も

ら

わ

な

ア

カ

ン

か

ら

、

相

談

す

る

わ

！

 

勝

手

に

決

め

ら

れ

へ

ん

わ

！

」

 

ち

ょ

っ

と

待

て

、

姉

チ

ャ

ン

！

 

何

で

そ

こ

で

妹

（

も

ち

ろ

ん

、

私

だ

）

の

こ

と

を

持

ち

出

す

の

だ

？

 

姉

に

し

た

ら

、「

わ

か

り

ま

し

た

、

そ

の

代

金

、

払

い

ま

す

」

と

は

言

え

な

い

、

言

い

た

く

な

い

。

で

も

「

何

、

考

え

て

ん

の

ん

！

 

イ

ヤ

や

で

、

そ

ん

な

ん

。

キ

ヨ

ズ

ミ

と

メ

イ

ち

ゃ

ん

と

三

人

で

買

い

に

行

く

ね

ん

か

ら

！

」

と

い

う

本

音

も

言

え

な

い

。

そ

れ

で

、

妹

に

聞

い

て

み

る

、

と

い

う

、

は

た

迷

惑

を

顧

み

な

い

、

い

か

に

も

姉

チ

ャ

ン

ら

し

い

、

「

待

っ

た

」

を

か

け

た

の

だ

。

ほ

ん

ま

に

、

ハ

ラ

立

つ

姉

チ

ャ

ン

で

あ

る

！

知

る

か

、

そ

ん

な

も

ん

。

そ

れ

が

、

私

の

本

音

だ

が

、

人

間

っ

て

お

か

し

い

で

す

ね

、

実

の

姉

妹

で

も

本

音

っ

て

言

え

な

い

。

私

は

、

弱

気

に

こ

う

言

っ

て

い

る

自

分

の

声

を

聞

い

た

。

 

「

い

い

よ

、

じ

ゃ

、

半

分

出

す

。

そ

れ

を

、

メ

イ

ち

ゃ

ん

の

入

学

祝

い

っ

て

こ

と

に

さ

し

て

も

ら

う

わ

」

。

 

私

が

そ

う

言

っ

て

も

、

姉

の

怒

り

は

収

ま

ら

な

い

。

「

問

題

は

、

お

金

ち

ゃ

う

ね

ん

。

あ

の

子

の

根

性

が

イ

ヤ

や

ね

ん

」

。

 

と

に

か

く

、

ね

だ

る

と

き

は

高

い

も

の

を

言

う

。

自

分

の

親

に

は

遠

慮

す

る

（

そ

れ

は

、

よ

い

娘

で

あ

る

、

と

い

う

こ

と

だ

が

、

姉

は

当

然

、

そ

う

は

思

わ

な

い

）

。

 

 

 

「

こ

っ

ち

の

気

持

ち

な

ん

か

、

お

か

ま

い

な

し

や

！

」

。

そ

の

言

葉

、

ヨ

メ

に

言

え

よ

！

 

と

内

心

思

う

が

、

こ

れ

も

言

っ

て

は

な

ら

な

い

セ

リ

フ

。

「

ま

あ

、

な

あ

…

」

と

言

っ

て

お

く

。

 

 

そ

の

夜

、

私

は

ネ

ッ

ト

で

「

ラ

ン

ド

セ

ル

の

相

場

」

を

検

索

し

て

み

た

。

ピ

ン

か

ら

キ

リ

ま

で

だ

が

、

ま

あ

３

万

か

ら

５

万

っ

て

と

こ

か

。

も

ち

ろ

ん

、

え

え

と

こ

の

子

は

も

っ

と

高

い

の

を

買

っ

て

も

ら

う

だ

ろ

う

が

、

う

ち

は

庶

民

中

の

庶

民

だ

。

内

心

、

思

っ

た

。

ヨ

メ

の

や

つ

、

相

場

よ

り

３

万

円

ほ

ど

高

く

言

う

て

き

て

る

な

。

そ

の

分

を

私

が

負

担

す

る

の

か

、

や

れ

や

れ

。

 

私

は

自

分

に

孫

が

い

な

い

の

で

、

今

年

の

春

、

若

い

仕

事

仲

間

の

子

供

に

、

入

学

祝

い

を

買

っ

た

と

き

は

、

本

当

に

楽

し

か

っ

た

。

６

Ｂ

の

鉛

筆

と

か

、

筆

箱

と

か

、

色

鉛

筆

と

か

。

親

も

子

も

す

ご

く

喜

ん

で

く

れ

て

、

そ

れ

以

上

に

、

私

が

嬉

し

か

っ

た

。

懐

か

し

い

気

持

ち

も

味

わ

え

た

。

い

ま

で

も

、

下

敷

き

っ

て

あ

る

ん

だ

な

、

と

か

。

こ

ん

な

に

カ

ラ

フ

ル

で

は

な

か

っ

た

が

、

文

房

具

っ

て

キ

ホ

ン

は

大

し

て

変

わ

っ

て

な

い

な

と

か

。

 

だ

か

ら

、

と

言

う

の

も

お

か

し

い

が

、

メ

イ

ち

ゃ

ん

へ

の

入

学

祝

い

は

張

り

込

む

つ

も

り

だ

っ

た

。

可

愛

い

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

の

つ

い

た

、

ピ

ン

ク

や

ブ

ル

ー

の

ピ

カ

ピ

カ

の

文

房

具

、

メ

イ

ち

ゃ

ん

が

欲

し

い

も

の

、

何

で

も

買

い

な

！

と

言

っ

て

、

メ

イ

ち

ゃ

ん

が

喜

ぶ

顔

が

見

た

か

っ

た

。

所

詮

、

文

房

具

だ

か

ら

、

１

万

か

２

万

の

世

界

だ

し

、

そ

れ

で

入

学

祝

い

に

な

る

し

、



と

思

っ

て

い

た

。

で

も

、

不

本

意

な

ヨ

メ

好

み

の

ラ

ン

ド

セ

ル

の

半

額

な

ん

て

い

う

の

は

イ

ヤ

だ

。

全

然

、

楽

し

く

な

い

。

 

し

か

も

、

後

日

、

電

話

し

て

き

て

、

姉

は

怒

り

の

ラ

ン

ド

セ

ル

話

を

続

け

た

。

「

何

が

イ

ヤ

っ

て

、

メ

イ

ち

ゃ

ん

の

気

持

ち

は

無

視

さ

れ

て

ん

ね

ん

。

メ

イ

は

な

、

水

色

の

ラ

ン

ド

セ

ル

が

欲

し

い

ね

ん

、

っ

て

言

う

て

や

っ

て

ん

か

ら

。

革

職

人

の

ん

は

、

茶

色

や

ね

ん

て

」

。

茶

色

か

あ

。

渋

い

い

い

色

だ

が

、

公

立

の

小

学

校

に

行

く

、

普

通

の

子

供

に

ふ

さ

わ

し

い

色

か

と

い

う

と

、

「

違

う

や

ろ

」

と

思

っ

て

し

ま

う

。

な

ん

で

も

、

人

気

子

役

の

芦

田

愛

菜

チ

ャ

ン

が

Ｔ

Ｖ

で

「

マ

ナ

は

茶

色

が

い

い

」

と

か

言

っ

て

、

ブ

ー

ム

に

な

っ

て

い

る

ら

し

い

が

。

 

「

ま

あ

、

茶

色

い

う

て

も

、

ワ

イ

ン

レ

ッ

ド

に

近

い

色

に

ピ

ン

ク

の

ス

テ

ッ

チ

が

入

っ

て

、

女

の

子

ら

し

い

デ

ザ

イ

ン

に

は

な

っ

て

る

ら

し

い

け

ど

な

」

。

 

だ

が

、

姉

は

こ

の

と

き

、

あ

っ

さ

り

と

言

っ

た

の

だ

。

「

革

職

人

、

人

気

ら

し

く

て

、

４

月

に

間

に

合

え

へ

ん

ね

ん

て

」

。

私

は

、

「

え

？

」

と

耳

を

疑

っ

た

。
「

ど

う

す

ん

の

ん

、

間

に

合

え

へ

ん

っ

て

。

ラ

ン

ド

セ

ル

な

し

で

、

メ

イ

ち

ゃ

ん

は

小

学

校

に

行

か

な

あ

か

ん

の

ん

？

」

 

「

そ

う

ち

ゃ

う

か

」

っ

て

。

う

そ

で

し

ょ

、

姉

チ

ャ

ン

。

そ

ん

な

話

、

聞

い

た

こ

と

が

な

い

。

 

「

そ

ん

な

ん

、

か

わ

い

そ

う

や

ん

か

。

間

に

 

合

え

へ

ん

か

っ

た

ら

、

注

文

し

た

ら

ア

カ

ン

や

ろ

。

な

ん

ぼ

で

も

、

ど

こ

で

も

売

っ

て

る

や

ん

か

」

。

イ

ジ

メ

ら

れ

る

き

っ

か

け

に

な

る

か

も

し

れ

な

い

。

ラ

ン

ド

セ

ル

が

届

く

ま

で

、

メ

イ

ち

ゃ

ん

は

教

科

書

を

何

に

入

れ

て

持

っ

て

い

く

の

だ

。

風

呂

敷

か

？

（

こ

れ

は

冗

談

。

い

や

、

そ

の

時

は

冗

談

を

言

う

気

持

ち

に

も

な

れ

な

か

っ

た

）

。

そ

し

た

ら

、

姉

は

言

っ

た

の

だ

。

「

革

職

人

の

ラ

ン

ド

セ

ル

代

の

半

分

、

出

し

て

く

れ

ん

で

え

え

か

ら

、

ア

ン

タ

、

も

う

１

個

、

ラ

ン

ド

セ

ル

、

買

う

た

っ

た

ら

？

」

 

姉

チ

ャ

ン

、

そ

れ

っ

て

変

や

ろ

っ

！

 

と

叫

ん

だ

が

、

私

は

買

お

う

と

思

っ

た

。

ラ

ン

ド

セ

ル

が

で

き

る

ま

で

、

だ

れ

か

貸

し

て

く

れ

る

人

は

い

な

い

か

（

そ

ん

な

人

、

い

る

わ

け

な

い

）

、

と

か

、

新

聞

に

出

て

い

た

、

施

設

の

子

供

た

ち

に

ラ

ン

ド

セ

ル

を

プ

レ

ゼ

ン

ト

し

て

い

る

「

タ

イ

ガ

ー

マ

ス

ク

」

さ

ん

に

「

う

ち

に

も

一

個

、

い

た

だ

け

ま

せ

ん

か

？

」

と

頼

め

な

い

か

、

と

か

考

え

た

が

、

ど

れ

も

期

待

で

き

な

い

。

 

か

く

な

る

う

え

は

、

ヨ

メ

の

気

を

悪

く

し

な

い

よ

う

、
「

上

等

の

革

で

は

、

雨

の

日

は

使

わ

せ

た

く

な

い

よ

ね

。

な

ん

か

間

に

合

わ

な

い

み

た

い

だ

か

ら

、

安

物

を

一

個

買

っ

て

お

い

た

ら

ど

う

か

な

。

色

違

い

の

水

色

で

。

私

、

そ

れ

を

買

わ

せ

て

も

ら

い

ま

す

、

入

学

祝

い

に

」

と

言

え

ば

、

カ

ド

も

立

た

な

い

か

、

と

思

っ

て

お

そ

る

お

そ

る

電

話

し

た

ら

、

ヨ

メ

は

言

っ

た

の

だ

。

 

「

予

定

よ

り

は

遅

れ

る

ん

で

す

け

ど

、

４

月

悪

夢

悪

夢

悪

夢

悪

夢

ふ

た

た

び

ふ

た

た

び

ふ

た

た

び

ふ

た

た

び

（（（（

１１１１

））））    

 

六

年

前

、

自

民

党

政

権

が

郵

政

選

挙

で

獲

得

し

た

数

の

力

で

、

強

行

採

決

を

連

発

し

た

の

は

記

憶

に

新

し

い

。

教

育

基

本

法

改

正

法

、

国

民

投

票

法

な

ど

、

憲

法

に

関

連

す

る

法

案

を

は

じ

め

、

改

正

イ

ラ

ク

特

措

法

、

教

育

改

革

関

連

法

案

な

ど

な

ど

、

つ

ぎ

つ

ぎ

に

強

行

採

決

し

て

い

っ

た

。

そ

し

て

改

憲

へ

と

突

き

進

も

う

と

し

て

い

た

。

そ

の

先

頭

に

立

っ

て

い

た

の

は

、

誰

に

教

わ

っ

た

の

か

、

「

戦

後

レ

ジ

ー

ム

か

ら

の

脱

却

」

と

か

「

美

し

い

国

」

な

ど

と

聞

こ

え

の

い

い

言

葉

を

使

い

な

が

ら

、

本

音

は

日

本

を

戦

争

の

で

き

る

国

へ

改

変

し

よ

う

と

を

目

ざ

し

て

い

た

、

あ

の

ケ

ー

ハ

ク

右

翼

・

安

倍

晋

三

で

あ

る

。

そ

の

後

い

ろ

い

ろ

あ

っ

て

参

院

選

で

自

民

党

は

大

敗

し

、

政

権

を

投

げ

だ

し

た

安

倍

の

顔

を

見

る

こ

と

は

も

う

な

い

だ

ろ

う

と

思

っ

て

い

た

。

 

 

と

こ

ろ

が

、

今

秋

、

二

度

と

見

た

く

な

か

っ

た

ケ

ー

ハ

ク

安

倍

が

自

民

党

総

裁

に

返

り

咲

い

た

。

そ

し

て

、

ア

メ

リ

カ

と

財

務

省

に

魂

を

売

っ

た

か

、

洗

脳

さ

れ

た

か

知

ら

な

い

が

、

ド

ジ

ョ

ウ

な

ら

ぬ

脳

な

し

ノ

ブ

タ

が

、

自

滅

と

も

自

爆

と

も

い

わ

れ

る

解

散

、

総

選

挙

に

打

っ

て

出

て

、

民

主

党

は

議

席

を

四

分

の

一

に

減

ら

す 

に

に

は

も

ち

ろ

ん

間

に

合

い

ま

す

。

当

然

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

ア

ハ

ハ

ハ

」

。

私

は

、

い

ま

心

底

、

姉

チ

ャ

ン

に

ハ

ラ

を

立

て

て

い

る

。

（

Ａ

Ｏ

） 

 

大

敗

、

自

民

党

は

衆

院

で

再

可

決

で

き

る

ほ

ど

の

議

席

数

を

獲

得

し

た

。

つ

ま

り

強

行

採

決

を

連

発

し

た

と

き

と

同

じ

状

況

に

な

っ

た

。 

 

安

倍

は

、

間

違

い

な

く

改

憲

へ

と

強

行

す

る

だ

ろ

う

。

連

立

す

る

で

あ

ろ

う

公

明

党

は

、

平

和

の

政

党

と

し

て

ど

の

よ

う

に

ふ

る

ま

う

の

だ

ろ

う

か

。

安

倍

と

し

て

は

、

ソ

リ

が

合

わ

な

い

公

明

党

で

は

な

く

維

新

の

会

な

ん

か

と

組

み

た

い

と

こ

ろ

だ

ろ

う

。

そ

の

代

表

は

、

維

新

の

会

を

乗

っ

取

っ

て

、

相

変

わ

ら

ず

好

き

放

題

の

暴

言

を

わ

め

き

ち

ら

す

、

あ

の

チ

ン

ピ

ラ

右

翼

、

政

治

的

無

能

力

者

だ

。

こ

の

チ

ン

ピ

ラ

は

憲

法

改

正

の

た

め

に

自

民

党

と

連

携

し

て

も

い

い

と

い

っ

て

い

る

。

チ

ン

ピ

ラ

と

ケ

ー

ハ

ク

が

手

に

手

を

取

り

合

っ

て

、

日

本

を

戦

争

の

で

き

る

国

に

変

え

て

し

ま

う

こ

と

だ

け

は

何

と

し

て

も

阻

止

し

た

い

。

 

 

戦

争

を

で

き

る

国

に

す

る

た

め

に

は

憲

法

の

条

文

を

変

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

自

民

党

の

改

憲

草

案

を

見

よ

。

立

憲

主

義

と

は

真

逆

で

あ

る

。

憲

法

と

は

そ

も

そ

も

、

国

民

か

ら

国

家

権

力

に

向

か

っ

て

発

し

て

い

る

法

で

あ

っ

て

、

守

る

義

務

を

負

っ

て

い

る

の

は

権

力

の

ほ

う

で

あ

る

。

自

民

党

の

改

憲

案

は

、

権

力

か

ら

国

民

に

向

か

っ

て

、

〝

公

〟

の

た

め

に

は

国

民

は

権

利

や

自

由

は

抑

制

し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

と

い

っ

て

い

る

。

本

来

憲

法

と

い

う

も

の

は

国

家

権

力

を

縛

る

も

の

だ

け

れ

ど

も

、

自

民

党

の

改

憲

案

は

国

民

を

縛

る

も

の

な

の

だ

。

（

以

下

次

号

）

 

 


